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 1919年 「⽥岡商店」創業
 1934年 「⽥岡染料製造株式会社」設⽴
 1949年 株式上場 1955年 住友化学出資
 2000年 「三建化⼯株式会社」合併

連結⼦会社 ２社 ⾮連結⼦会社 ４社

事業所 本社・淀川⼯場、播磨⼯場
⼤江製造課、東京⽀店

従業員数 単体︓ ３５７名 連結 ４２５名
(2019年９⽉末)

１．会社概要
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2018年２Q 2019年２Q 増減

売 上 ⾼ １１，６７４ １１，９０９ ２３５

営 業 利 益 １，２７３ ８４８ △４２５

経 常 利 益 １，２９５ ８６７ △４２７

当期純利益 ９２６ ６３１ △２９５

（百万円）

２．経営成績
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営業利益対前年同期変動要因分析

(億円)

8.5
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四半期売上⾼推移
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セグメント 部⾨ 事業内容

化 学 ⼯ 業
セ グ メ ン ト

精 密 化 学 品
樹脂原料
医農薬中間体
電⼦材料

機 能 材 ゴム薬品
接着剤

機 能 樹 脂 ワニス(絶縁被覆材料）
紙⽤加⼯樹脂

化 成 品 可塑剤
その他⼯業薬品

そ の 他 各種化学分析の受託

セグメントおよび部⾨
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2018年2Q 2019年２Q 増 減

精 密 化 学 品 ６，０３０ ５，９９３ △３６

機 能 材 １，８９１ １，７８９ △１０２

機 能 樹 脂 １，１９４ １，５００ ３０５

化 成 品 ２，３１８ ２，３６７ ４９

化学⼯業セグメント 計 １１，４３５ １１，６５１ ２１６

そ の 他 （ 受 託 分 析 ） ２３９ ２５８ １８

合 計 １１，６７４ １１，９０９ ２３５

（単位︓百万円）

セグメント部⾨別売上⾼
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医薬中間体や農薬中間体は旺盛な需要により堅調に推移し
たものの、⼯事休⽌等により電⼦材料や樹脂原料等の出荷
数量が減少したため、売上⾼は５９億９３百万円とほぼ前
年同四半期並みとなりました。

精密化学品部⾨売上⾼

（百万円） （％）
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精密化学品部⾨ 概況 売上⾼推移
 樹脂原料︓需要は堅調に推移。⽣産能⼒増強を検討中(⼀

部実施)。
 医農薬中間体及び電⼦材料︓受託事業も堅調な推移⾒通し

。新規農薬(⽣産品⽬拡⼤)の受託を⽬指す。
 四半期売上⾼実績は2017年２Qに完成した播磨⼯場N-1⼯

場稼働により⽣産量拡⼤し増減の振れ幅が縮⼩。
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瞬間接着剤およびゴム薬品の国内出荷はほぼ前年並みとなり
ましたが、輸出については減少したため、売上⾼は１７億８
９百万円と前年⽐５．４％減収となりました。
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機能材部⾨ 概況 売上⾼推移
 直近は⽶中貿易摩擦の影響あり減収となるも、中期的売上

⾼実績は安定。
 東南アジア、中国、インドのタイヤ需要の拡⼤に備え、ゴ

ム薬品⽣産設備投資をインドで実施。
(百万円)
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前年第２四半期に完成した機能樹脂⽣産設備の円滑な稼働に
より、ワニスの出荷数量が増加したため、売上⾼は１５億円
となり、前年同四半期に⽐べ２５．６％増加となりました。

機能樹脂部⾨売上⾼
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スの売上⾼は伸⻑。

機能樹脂部⾨ 概況 売上⾼推移

(百万円)



18

田岡化学工業株式会社 Copyright 2019Taoka Chemical Co., Ltd.

可塑剤は原料価格に連動した販売価格の下落はあったものの出
荷は堅調に推移したため、売上⾼は２３億６７百万円となり、
前年⽐２．１％増収となりました。

化成品部⾨売上⾼
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化成品部⾨ 概況 売上⾼推移 (単位:百万円)

 可塑剤は⾷品包装⽤途に安定した売上⾼を計上。
潤滑油⽤途や⾃動⾞部材向け⽤途の開発による拡
販を⽬指す。
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資産合計︓２２５億５百万円。３億３２百万円減少。
流動資産︓５億６０百万円減少。

主として休⽇要因により売掛債権が減少。
固定資産︓２億２７百万円増加。

主に製造設備・機器が増加。

貸借対照表 資産の部
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負債・純資産合計︓２２５億５百万円。３億３２百万円減少
流動負債︓７億円減少。⽀払⼿形・買掛⾦、未払法⼈税が減少。
固定負債︓８１百万円減少。⻑期借⼊⾦を返済。
純資産︓４億４９百万円増加。当期純利益を計上。

貸借対照表 負債・純資産の部
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２０１８年度 ２０１９年度予想 増減

売 上 高 ２４，４５７ ２５，２００ ７４３

営 業 利 益 ２，５５０ ２，３００ △２５０

経 常 利 益 ２，５８２ ２，３００ △２８２

当期純利益 １，８１９ １，６００ △２１９

配当(円/株) １００ １１５ １５

売上⾼は増収となるものの、労務費、減価償却費、研究費
の増加により減益の⾒通し。前回予想据置。

３．２０２０年３⽉期⾒通し︓業績予想

（単位︓百万円）
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３．２０２０年３⽉期⾒通し︓セグメント部⾨別売上⾼
（単位︓百万円）

2018年度 2019年度予想 増 減

精 密 化 学 品 １２，９７７ １３，５００ ５２３

機 能 材 ３，６９５ ３，４００ △２９５

機 能 樹 脂 ２，５０２ ３，０００ ４９８

化 成 品 ４，７６２ ４，８００ ３８

化学⼯業セグメント 計 ２３，９３８ ２４，７００ ７６２

そ の 他 ５１９ ５００ △１９

合 計 ２４，４５７ ２５，２００ ７４３
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３．２０２０年３⽉期⾒通し︓中間配当実績年間配当予想
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 （１）中期事業課題の進捗
 ・樹脂原料
 ・ゴム薬品
 ・中国販社設⽴

 （２）名古屋⼤学（ITｂM）との共同研究

 （３）⽥岡化学のESGに資する取組み

４．トピックス
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４．トピックス
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４．トピックス（1）中期事業課題の進捗 樹脂原料

 旺盛な需要に対して、以下の対策を実施中
 １）短期的対策
 ①既存設備の⽣産性向上
 ②⽣産品⽬のベストミックスの追求
 ③他社⽣産設備の活⽤の拡⼤
 ④ライセンスの実施による供給能⼒の拡⼤
 ２）中期的対策
 ①新多⽬的製造設備建設に向けたインフラ整備
 ②新多⽬的製造設備の具体案の作成
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４．トピックス（1）中期事業課題の進捗 ゴム薬品

 ⽥岡ケミカルインディアにおけるゴム薬品製造設
備の導⼊

 １）⽬的 顧客のBCP対応
 南アジアおよび東南アジアにおける

市場開発

 ２）完成時期 2020年春

 ３）事業規模 3億円程度
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４．トピックス（1）中期事業課題の進捗 中国販社設⽴

 １）会社名 ⽥岡化⼯材料(上海)有限公司

 ２）⽬的
 ①中国における新エネルギー⾞(ハイブリッド⾞・

電気⾃動⾞）の電装部材に使⽤される⾼機能絶
縁被覆材料の調達・販売。

 ②⽥岡化学製品の中国市場開拓、原材料調達拠点

 ３）営業開始 2020年1⽉予定
 ４）事業規模 ３〜5年後に30億円程度



32

田岡化学工業株式会社 Copyright 2019Taoka Chemical Co., Ltd.

４．トピックス（2）名古屋⼤学(ITbM)との共同研究
 名古屋⼤学（ITbM）とグラフェンナノリボンの製造⽅法

に関する共同研究を開始。
（当社プレスリリース︓ 2019年6⽉27⽇）

 併せて同⼤学が出願中のグラフェンナノリボンに関する特
許について、製造実施に係るオプション契約を締結。

 共同研究を通じて、モノマーやグラフェンナノリボンの量
産化に向けて検討を開始。

 事業化未定なるも、基礎段階から先端材料の開発に側⾯か
ら貢献する⽅針
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⽥岡化学⼯業株式会社グループの
サステナビリティの推進体制

新・グローバル
プロジェクト

Sumika
Sustainable
Solutions

サステナビリティ
の実現

Top 
Commitment

T

Participation
P

トップコミットメント

事業を通じて 全員参加

サステナビリティ推進基本原則
経営としてサステナビリティの推進に
取り組む姿勢。
（グループとしての推進基本原則）

Solutions
S

当社は⽥岡化学⼯業株式会社グループの⼀員として、持続可能な社会
の実現に貢献する為、サステナビリティ活動を推進しております。

当社は経営理念を社員⼀⼈ひとりが⾃らの業務を通じて実現すべく、
誇りを持って取り組んでおります。

４．トピックス（3）⽥岡化学のＥＳＧに資する取組み
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環境への取組み︓ハーモニックケミカルズの
項 ⽬ 内 容

ﾚｽﾎﾟﾝｼﾌﾞﾙｹｱ世界憲章への署
名 2014年署名

環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑISO14001
認証取得 2004年取得（2015年度版に移⾏済）

環境会計の導⼊ 2011年度から

エネルギー消費量削減への
取組み

エネルギー消費量削減を計画・実施
（2018年度も省エネ法事業者Sクラス評価）

CO2排出量削減への取組み CO2発⽣量のSBT⽬標を設定
（2030年度に2017年度の△15％に挑戦）

環境規制値の遵守 ⽔質汚濁・⼤気汚染・化学物質等の排出量等

化学品安全、製品安全 REACH・GHS対応、化審法、SDS、ｲｴﾛｰｶｰ
ﾄﾞ等

４．トピックス（3）⽥岡化学のＥＳＧに資する取組み
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項 ⽬ 内 容
SDGʼsへの参画 ⽥岡化学⼯業株式会社グループとして
⼈権の尊重に関する基本
⽅針 ⽥岡化学⼯業株式会社グループとして

Sumika Sustainable 
Solutions への応募 環境貢献度、⾰新性等を審査、認定

新・グローバルプロジェ
クトへの参画

全員参加のサステナビリティ推進を具現
化する⽥岡化学⼯業株式会社グループの
Web投稿サイト

企業⾏動憲章の遵守 全役職員への徹底
地域に負荷を与えない
⽣産活動

完全無災害、騒⾳・臭気クレームゼロの
継続実施

地域貢献活動 地域⾏事への協賛・参画

４．トピックス（3）⽥岡化学のＥＳＧに資する取組み
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経営理念に基づく事業を通じて、持続可能な社会の実現に貢献

《 製 品 例 》

 医薬中間体、
農薬中間体

 ワニス

 樹脂原料

 ゴム薬品

４．トピックス（3）⽥岡化学のＥＳＧに資する取組み


